
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　支持体上にレーザ光を熱に変換する光熱変換層および顔料と熱可塑性樹脂とを含む感熱
転写層をこの順に設けてなる感熱転写シートと、支持体上にクッション層および受像層を
この順に設けてなる受像シートとを、感熱転写層と受像層とが面接触するように積層配置
し、感熱転写シートへのレーザ光の照射とその後の感熱転写シートと受像シートとの間の
分離によって、レーザ照射領域の感熱転写層を受像層に転写し、受像シート上に転写画像
を形成し、さらにこの転写画像を有する受像層をクッション層から剥がして紙支持体に再
転写するために用いられる、感熱転写シートと受像シートとが組み合わせてなる熱転写材
料であって、
　１）感熱転写層に、さらにワックスとフッ素系界面活性剤とが、顔料と熱可塑性樹脂と
の合計量１００重量部に対してそれぞれ５０重量部以内の量と０．０３～１０重量部の範
囲の量とで含まれていて、
　２）

　 ）受像シートのクッション層と受像層との間の１８０゜剥離強さＦ１が２ｇ／ｃｍ以
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光熱変換層が、レーザ光吸収材料とポリマーバインダとからなり、
　３）クッション層が、ポリ塩化ビニル、塩化ビニルと酢酸ビニルとの共重合体、塩化ビ
ニルとビニルアルコールとの共重合体、及び塩化ビニルと酢酸ビニルとマレイン酸との共
重合体からなる群より選ばれるポリマーからなり、
　４）受像層が、ポリビニルブチラール及びアルキルアクリレート／アクリルアミド共重
合体から選ばれるポリマーからなり、

５



下であり、
　 ）レーザ未照射領域における感熱転写シートの感熱転写層と受像シートの受像層との
間の１８０゜剥離強さＦ２が１．２ｇ／ｃｍ未満であり、
　　そして
　 ）レーザ照射領域における感熱転写シートの光熱変換層と感熱転写層との間の１８０
゜剥離強さＦ３が１．５ｇ／ｃｍ未満であって、
　さらに、Ｆ１、Ｆ２、そしてＦ３の間の関係が、Ｆ１－Ｆ２＞０．５ｇ／ｃｍであって
、かつＦ１－Ｆ３＞０．５ｇ／ｃｍであることを特徴とする熱転写材料。
【請求項２】
　Ｆ１とＦ２との関係が、Ｆ１－Ｆ２＞１．０ｇ／ｃｍである請求項１に記載の熱転写材
料。
【請求項３】
　Ｆ１とＦ３との関係が、Ｆ１－ ＞０．８ｇ／ｃｍである請求項１もしくは２に記載
の熱転写材料。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、レーザ光を用いて高解像度の画像を形成することができる、感熱転写シートと
受像シートとを組み合わせてなる熱転写材料に関する。特に、本発明はディジタル画像信
号からレーザ記録により、印刷分野におけるカラープルーフ（ＤＤＣＰ：ダイレクト・デ
ィジタル・カラープルーフ）を高画質かつ更に安定して作成できる熱転写材料に関する。
【０００２】
【従来の技術】
グラフィックアート分野においてカラー原稿からリスフィルムにより一組の色分解フィル
ムを作成し、それを用いて印刷版の焼付けが行なわれているが、本印刷（実際の印刷作業
）を行なう前に、色分解フィルムからカラープルーフを作成し、色分解工程での誤りのチ
ェック、色補正の必要性のチェック等が一般的に行なわれている。このカラープルーフ用
の材料としては、実際の印刷物との近似性から、印刷本紙を用いることが好ましく、また
色材は顔料を用いることが好ましいとされている。また、中間調画像の高再現性を可能と
する高解像力の実現や、高い工程安定性も望まれている。そして、更に、現像液を用いな
い乾式のプルーフ作成法への要望も高い。
【０００３】
また最近の印刷前工程（プリプレス分野）における電子化システムの普及に伴い、ディジ
タル信号から直接カラープルーフを作成する材料と記録システムに対する要求が高まって
いる。このような電子化システムでは、特に高画質のカラープルーフを作成する必要があ
り、一般的には１５０線／インチ以上の網点画像を再現させる必要がある。そして、ディ
ジタル信号から高画質のプルーフを記録するためには、ディジタル信号により変調可能で
、かつ記録光を細く絞り込むことが可能なレーザ光を記録ヘッドとして用いる必要がある
。このため、レーザ光に対して高い記録感度を示し、かつ高精細な網点を再現可能にする
高解像力を示す記録材料の開発が必要となる。
【０００４】
特開平６－２１９０５２号公報には、支持体上に、光熱変換物質を含む光熱変換層、非常
に薄層（０．０３～０．３μｍ）の感熱剥離層、顔料及び熱可塑性樹脂からなる画像形成
層（感熱転写層）がこの順に設けられて構成され、該感熱剥離層の介在により結合されて
いる該画像形成層と光熱変換層との間の結合力が、レーザ光の照射により小さくなる感熱
転写シートを用いて、その感熱転写シート上に積層配置した受像シート上に高精細画像を
形成する画像形成方法が記載されている。この画像形成方法で使用する画像形成システム
は、所謂「アブレーション」を利用したシステムであって、具体的には、レーザ光の照射
を受けた領域で感熱剥離層が一部分解し、気化するため、その領域での画像形成層と光熱
変換層との間の接合力が弱まり、その領域の画像形成層がその後の受像シートからの感熱
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転写シートの剥離（分離）操作により、感熱転写シート上に積層配置した受像シート上に
転写される現象を利用している。このように、支持体上に、レーザ光を熱に変換する光熱
変換層（好ましくは、更にこの上に感熱剥離層）及び顔料と熱可塑性樹脂からなる感熱転
写層がこの順に設けられた構成の感熱転写シートと受像シートとを組み合わせた熱転写材
料を用いる画像形成方法は特にカラープルーフを作成するのに有利な方法である。
【０００５】
上記熱転写材料を用いた画像形成方法において、受像シート材料としては、前記公報にも
記載されているように、支持体上に二層構成の受像層を設けた受像シートが有利に用いら
れている。これは、印刷本紙に受像シート上に得られた画像を再転写する際には、二層の
うち上層を転写画像と共に印刷本紙に転写（再転写）し、支持体側の下層を受像シートに
残留させることができ、カラープルーフとして印刷物により近似したものが得られるため
である。上記受像シート材料としては、例えば、特開昭６１－１８９５３５号公報に記載
されているような、支持体上に、一般に５～３０μｍの膜厚の第一受像層（クッション層
）及び０．５～５μｍの膜厚の第二受像層（薄膜の剥離可能な受像層）の順に積層された
、共に有機高分子物質からなる層を有する態様のものが使用されている。そして第一受像
層において使用できる有機高分子物質の例としては、ポリオレフィン（例、ポリエチレン
）、エチレン共重合体（例、エチレンと酢酸ビニル共重合体）、ポリ塩化ビニル、塩化ビ
ニル共重合体（例、塩化ビニルと酢酸ビニル共重合体）、ポリ塩化ビニリデン、塩化ビニ
リデン共重合体、ポリスチレン、スチレン共重合体、ビニルトルエン共重合体、（メタ）
アクリル酸エステルの単独重合体及びその共重合体、ポリアミド樹脂、合成ゴム及び塩化
ゴムなどの軟化点（ビカート法による）が８０℃以下のものが挙げられている。また第二
受像層において使用できる有機高分子物質の例としては、上記の高分子物質以外に酢酸ビ
ニル共重合体、ブチラール樹脂、ゼラチン、変性ポリビニルアルコール、及びセルロース
誘導体などが挙げられている。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】
本発明者は、上記のような感熱転写シートと二層構成の受像層を有する受像シートとを積
層させた状態で組み合わせて用いる熱転写材料を利用したレーザ記録画像形成方法につい
て検討した。その結果、従来の感熱転写シートと受像シートを利用することによって印刷
物近似性の高いカラープルーフの作成が可能であるが、レーザー記録後、積層状態にある
受像シートから感熱転写シートを剥離現像する際に、感熱転写シートの剥離と共に記録領
域に対応した受像シートの第一受像層と第二受像層との間で剥離が生じ、ひどい場合は第
一受像層が縁から全面にわたって剥れる場合があり、その転写操作の安定性においてはな
お充分でないことが判明した。また一旦剥離現像して受像シート上に得た転写画像をこの
第一受像層と共に印刷本紙に再転写する際には、第一受像層が第二受像層から滑らかに剥
れず、無理に引き剥すと本紙の繊維表面が剥れるなど再転写操作の際の安定性においても
充分ではなかった。
【０００７】
本発明の目的は、更に安定した転写操作が可能であり、高い印刷物近似性を有する高品質
な転写画像が得られる、感熱転写シートと受像シートとを積層させた状態で組み合わせて
用いる熱転写材料を提供することである。
【０００８】
【課題を解決するための手段】
　本発明者は、上記のような画像形成における転写性について感熱転写シートと受像シー
トとを組み合わせて（積層配置させて）熱転写材料を構成した際の各層間の剥離強さに着
目して研究を進めた。その結果、受像シートのクッション層と受像層との間の剥離強さＦ
１と、レーザ未照射領域における感熱転写シートの感熱転写層と受像シートの受像層との
間の剥離強さＦ２、そしてレーザ照射領域における感熱転写シートの光熱変換層と感熱転
写層との間の剥離強さＦ３

の間の関係が、
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をそれぞれＦ１≦２ｇ／ｃｍ、Ｆ２＜１．２ｇ／ｃｍ、そして
Ｆ３＜１．５ｇ／ｃｍとし、そしてそれぞれ Ｆ１－Ｆ２＞０．５ｇ／ｃｍ



であり、かつＦ１－Ｆ３＞０． ｇ／ｃｍとなるように調整しておくことにより、更に具
体的には、感熱転写シートの感熱転写層に、ワックスや界面活性剤を添加して、上記のよ
うな関係式を満たすように調整しておくことにより、従来に比べ更に安定して、高画質の
転写画像が得られることを見出し、本発明に到達したものである。
　なお、本明細書において、剥離強さ（ｇ／ｃｍ）は１８０度における剥離強さを意味し
、具体的には、添付した図面の図７に図示した装置を利用して測定した値を意味する。
【０００９】
　本発明は、支持体上にレーザ光を熱に変換する光熱変換層および顔料と熱可塑性樹脂と
を含む感熱転写層をこの順に設けてなる感熱転写シートと、支持体上にクッション層およ
び受像層をこの順に設けてなる受像シートとを、感熱転写層と受像層とが面接触するよう
に積層配置し、感熱転写シートへのレーザ光の照射とその後の感熱転写シートと受像シー
トとの間の分離によって、レーザ照射領域の感熱転写層を受像層に転写し、受像シート上
に転写画像を形成し、さらにこの転写画像を有する受像層をクッション層から剥がして紙
支持体に再転写するために用いられる、感熱転写シートと受像シートとが組み合わせてな
る熱転写材料であって、
　１）感熱転写層に、さらにワックスとフッ素系界面活性剤とが、顔料と熱可塑性樹脂と
の合計量１００重量部に対してそれぞれ５０重量部以内の量と０．０３～１０重量部の範
囲の量とで含まれていて、
　２）

　 ）受像シートのクッション層と受像層との間の１８０゜剥離強さＦ１が２ｇ／ｃｍ以
下であり、
　 ）レーザ未照射領域における感熱転写シートの感熱転写層と受像シートの受像層との
間の１８０゜剥離強さＦ２が１．２ｇ／ｃｍ未満であり、
　　そして
　 ）レーザ照射領域における感熱転写シートの光熱変換層と感熱転写層との間の１８０
゜剥離強さＦ３が１．５ｇ／ｃｍ未満であって、
　さらに、Ｆ１、Ｆ２、そしてＦ３の間の関係が、Ｆ１－Ｆ２＞０．５ｇ／ｃｍであって
、かつＦ１－Ｆ３＞０．５ｇ／ｃｍであることを特徴とする熱転写材料。
【００１０】
　本発明は、以下の態様であることが好ましい。
（１）Ｆ１とＦ２との関係が、Ｆ１－Ｆ２＞ ｇ／ｃｍである。
（ ）感熱転写シートの光熱変換層が、その上面に設けられた感熱剥離層を含む構成であ
る。
（ ）受像シートの受像層が、感熱転写操作の後に、転写された画像に損傷を与えること
なくクッション層から剥離可能であるように形成されている。
（ ）受像シートの受像層が、ポリビニルブチラール及びアルキルアクリレート／アクリ
ルアミド共重合体を含む。
（ ）受像シートのクッション層が、ポリ塩化ビニル、塩化ビニルと酢酸ビニルの共重合
体、塩化ビニルとビニルアルコールの共重合体、塩化ビニルと酢酸ビニルとマレイン酸の
共重合体から選ばれる高分子重合体を含む。
【００１１】
【発明の実施の形態】
以下に、本発明の熱転写材料を図面を参照しながら説明する。
本発明の熱転写材料は、感熱転写シートと受像シートとが積層状態で組み合わされてなる
ものである。通常は、感熱転写シートと受像シートとをそれぞれ用意し、画像形成時にこ
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光熱変換層が、レーザ光吸収材料とポリマーバインダとからなり、
　３）クッション層が、ポリ塩化ビニル、塩化ビニルと酢酸ビニルとの共重合体、塩化ビ
ニルとビニルアルコールとの共重合体、及び塩化ビニルと酢酸ビニルとマレイン酸との共
重合体からなる群より選ばれるポリマーからなり、
　４）受像層が、ポリビニルブチラール及びアルキルアクリレート／アクリルアミド共重
合体から選ばれるポリマーからなり、
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れらがその膜面同志で密着するように構成した熱転写材料として利用するが、予め感熱転
写シートと受像シートとがその膜面同志で密着されてなる一体型の熱転写材料（熱転写複
合材料）として利用することもできる。
【００１２】
図１及び図２は、上記のように感熱転写シートと受像シートとを用意し、これらを積層さ
せ、本発明の熱転写材料を構成した場合の断面を模式的に示した図である。図１において
、感熱転写シート１０は、支持体１１の上に、光熱変換層１２、そして感熱転写層１４が
この順に積層された構成を有する（以下、第一のタイプ）。また受像シート２０は、支持
体２１の上に、クッション層２２、そして受像層２３がこの順に積層された構成を有する
。そして感熱転写シート１０の感熱転写層１４と、受像シート２０の受像層２３とが面接
触させた状態で積層されている。図２は、感熱転写シート１０として、光熱変換層がその
上面に設けた感熱剥離層１３を含む態様の感熱転写シート（以下、第二のタイプ）を用い
て本発明の熱転写材料を構成した場合の例を示す。
【００１３】
図３は、第二のタイプの感熱転写シートの背面からレーザ光Ｌを照射した後、この感熱転
写シートを受像シートから剥離し、分離する状態を模式的に示した断面図である。
感熱転写シートの背面からレーザ光Ｌを照射することにより、レーザ照射を受けた領域で
光熱変換層に含まれる熱剥離層が一部分解し、気化するためその領域での光熱変換層と感
熱転写層との間の接合力は弱められる。このためレーザ照射後においては、レーザ照射領
域の感熱転写層と光熱転換層との間の接合力は、レーザ未照射領域の感熱転写層と光熱転
換層との間の接合力に比べ弱くなる。
そしてレーザ照射後、感熱転写シートを受像シートから剥離し、分離すると、図３のよう
に、レーザ照射された領域の感熱転写層は、受像シートの受像層に転写され、転写画像（
Ａで示す）が形成される。このように、レーザ照射後、感熱転写シートの剥離（分離）に
より、受像シートの受像層とクッション層との間で剥れが生じることなく、転写画像（Ａ
）が良好に形成されるためには、レーザ照射された領域の転写画像（Ａ）が受像層に残留
し、一方残りの感熱転写層（レーザ未照射領域の感熱転写層）の部分（Ｂで示す）は、感
熱転写シートの剥離に伴って受像層から分離される必要がある。
従って、各層間の剥離強さの関係において、
１）受像シートのクッション層と受像層との間の剥離強さをＦ１、そして
２）レーザ未照射領域における感熱転写シートの感熱転写層と受像シートの受像層との間
の剥離強さをＦ２、
とした場合に、
Ｆ１とＦ２との間では、一般にＦ１＞Ｆ２の関係が満たされている。
【００１４】
また、３）レーザ照射された領域における感熱転写シートの光熱変換層と感熱転写層との
間の剥離強さをＦ３とした場合に、
Ｆ１とＦ３との間では、上記のＦ１＞Ｆ２の関係と同様な理由により、一般にＦ１＞Ｆ３
の関係が満たされている。
なお、上記のＦ１、Ｆ２及びＦ３の間の関係と共に、一般に受像シートにレーザ照射（記
録）後の記録領域の感熱転写層が転写されることが必要であることから、以下の関係が成
立してる。即ち、レーザ未照射領域における光熱変換層と感熱転写層との間の剥離強さは
Ｆ３より大きく、レーザ照射（記録）後の記録領域の感熱転写層と受像層との間の剥離強
さは、それぞれＦ１、Ｆ２、及びＦ３より大きい。
【００１５】
　上記のようにＦ１＞Ｆ２、かつＦ１＞Ｆ３の関係が満たされることにより、レーザ照射
後の感熱転写シートの受像シートからの剥離（分離）により、レーザ記録により形成され
た画像を受像シート上に転写することができるが、本発明者の検討では、転写操作の安定
性においてはなお充分ではなく、従って、本発明においては、Ｆ１－Ｆ３＞０． ｇ／ｃ
ｍ（好ましくは、Ｆ１－Ｆ３＞０．８ｇ／ｃｍ）の関係となるように調整することが必要

10

20

30

40

50

(5) JP 3720441 B2 2005.11.30

５



であることが明らかになった。
　また、本発明においては、上記Ｆ１－Ｆ３＞０． ｇ／ｃｍの関係と共に、更に安定し
た転写操作が可能なように、上記Ｆ１とＦ２との関係においてもＦ１－Ｆ２＞０． ｇ／
ｃｍ（更に好ましく Ｆ１－Ｆ２＞１．０ｇ／ｃｍ）の関係となるように調整すること
が好ましいことも明らかになった。
　なお、上記のＦ１、Ｆ２及びＦ３の間の関係と共に、本発明においても、レーザ未照射
領域における光熱変換層と感熱転写層との間の剥離強さはＦ３より大きく、レーザ照射（
記録）後の記録領域の感熱転写層と受像層との間の剥離強さは、それぞれＦ１、Ｆ２、及
びＦ３より大きいという関係が成立していることは言うまでもない。
【００１６】
　更に本発明の熱転写材料においては、上記Ｆ１、Ｆ２、そしてＦ３はそれぞれ以下のよ
うな値となるように調整されていることが好ましい。即ち、Ｆ１≦２ｇ／ｃｍ、Ｆ２＜１
．２ｇ／ｃｍ（更に好ましくはＦ２＜０．５ｇ／ｃｍ）、そしてＦ３＜ ｇ／ｃｍで
あることが好ましい。
【００１７】
本発明の熱転写材料は、Ｆ１、Ｆ２及びＦ３の間の関係が上記のように特定の関係となる
ように調整されているが、具体的には、これらの層間の剥離強さの関係は、後述するよう
に、感熱転写シートの感熱転写層に、ワックス、界面活性剤を添加することにより調整さ
れている。
【００１８】
　次に、本発明の画像形成方法について説明する。
　本発明の熱転写材料は、プルーフの作成に有利であるため、以下では、プルーフの作成
方法について説明する。
　図４に示すように、感熱転写シート１０と受像シート２０とをそれぞれ用意し、感熱転
写シート１０を受像シート２０上に、感熱転写シート１０の感熱転写層１４と受像シート
２０の受像層２３とが面接触するように積層させる。そしてまず、感熱転写シート１０の
背面（支持体側）からレーザ光Ｌの照射を行う。レーザ光Ｌの照射された感熱剥離層１４
は、前記のように熱により分解等を起し、レーザ照射（記録）領域の感熱転写層（レーザ
記録部）Ａと光熱変換層１２との間の接合力は、レーザ未照射領域の感熱転写層（レーザ
ー非記録部）Ｂと光熱変換層１２との間の接合力に比べて弱くなる。次いで、感熱転写シ
ート１０を受像シート２０から剥離する。この場合、本発明では、構成した熱転写材料１
の各層間の剥離強さは、前記のように、 かつＦ１－Ｆ３＞
０． ｇ／ｃｍの関係で調整されているから、受像層２３は、レーザ照射、未照射領域に
拘らずクッション層２２から剥れることなく、レーザー照射領域の感熱転写層Ａは受像層
２３に良好に転写される。
【００１９】
次に、感熱転写層Ａが形成された受像シートの受像層を別に用意した印刷本紙（以下、単
に本紙）に転写（再転写）する。
図５は、本紙３０上に、感熱転写層Ａが形成された受像シート２０を感熱転写層Ａを下に
して重ね合わせた後、受像シートの受像層を本紙上に残し、支持体とクッション層を引き
剥す状態を示している。図のように、受像シート２０の受像層２３は、感熱転写層Ａに損
傷を与えることなくクッション層２２から剥離可能に形成されていることが好ましい。そ
して受像シートの剥離の際に、本紙３０の紙剥けが生じることなく受像層２３のみの転写
操作が円滑に行われるためには、受像層２３とクッション層２２との間の剥離強さＦ１は
、通常の印刷本紙の場合には、Ｆ１≦２ｇ／ｃｍの関係を有していることが好ましい。
以上の工程により、検版用のモノクロプルーフを作成することができる。
【００２０】
　本発明の熱転写材料を用いて多色画像からなるカラープルーフを形成することもできる
。
　多色画像からなるカラープルーフを形成する際には、上記のようにして作成した第一色
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目の転写画像Ａが形成された受像シート２０に、図６に示すように、別に用意した第一色
目の色相と異なる色相の感熱転写シート１０’をその感熱転写層１４’と受像層２３とが
面接触するように積層する。次いで、上記と同様に、感熱転写シート１０’の背面からレ
ーザ光Ｌを照射し、その後、感熱転写シート１０’を受像シート２０から剥離することに
より、受像シート２０の第一色目の転写画像Ａの上に第二色目の転写画像Ａ’が形成され
る。
　このような手順を、各色相別に用意した通常四枚の感熱転写シート（通常、ブラック、
シアン、マゼンタ、イエローの四色）について順次繰り返すことにより、受像シート２０
上に多色画像（四色の重なりによるフルカラー画像）を形成することができる。各色相の
感熱転写シートを受像シートに積層させた状態の各熱転写材料においては、それぞれ前記
のように、 かつＦ１－Ｆ３＞０． ｇ／ｃｍの関係で各層
間の剥離強さが調整されているから、レーザ記録後の各色相の感熱転写シートを受像シー
トから剥離する際にも受像層２３はクッション層２２から剥れることなく、レーザー照射
領域の感熱転写層Ａ（転写画像）、Ａ’・・は受像層２３に順に転写される。
【００２１】
次に、受像シート上に得られた多色転写画像を印刷本紙に転写する。
多色転写画像が形成された受像シートの印刷本紙への転写（再転写）、そして本紙からの
受像シートの剥離は、前記モノクロプルーフの作成の場合と同様に行うことができる。そ
して受像シートの剥離の際に、本紙の紙剥けが生じることなく受像層のみの転写操作が円
滑に行われるためには、前記と同様に、受像層２３とクッション層２２との間の剥離強さ
Ｆ１は、Ｆ１≦２ｇ／ｃｍの関係を有していることが好ましい。
以上により、多色画像からなるカラープルーフを作成することができる。
【００２２】
なお、上記の画像形成に際し、レーザ光照射操作は、従来と同様な方法で行うことができ
る。即ち、受像シートを記録ドラム（内部に真空形成機構を有し、表面に多数の微小の開
口部を有する回転ドラム）の表面に真空引きにより密着させ、その状態で、該受像シート
の上に感熱転写シートをその膜面同志が密着するように重ね合わせ、次いで感熱転写シー
ト側よりレーザ光を照射させる方法により行なわれる。レーザ光の照射はドラムを回転さ
せて主走査し、その照射操作中はドラムに対し、レーザ光を一定の速度で移動（副走査）
させる。
【００２３】
レーザ光としては、アルゴンイオンレーザ光、ヘリウムネオンレーザ光、ヘリウムカドミ
ウムレーザ光などのガスレーザ光、ＹＡＧレーザ光などの固体レーザ光、半導体レーザ、
色素レーザ光、エキシマレーザ光などの直接的なレーザ光が利用される。あるいは、これ
らのレーザ光を二次高調波素子を通して、半分の波長に変換した光なども用いることがで
きる。本発明においては、出力パワーや変調のしやすさなどを考慮すると、半導体レーザ
を用いることが好ましい。
また、上記画像形成方法の実施に際して、レーザ光は、光熱変換層上でのビーム径が５～
５０μｍ（特に６～３０μｍ）の範囲となるような条件で照射することが好ましく、また
走査速度は１ｍ／秒以上（特に３ｍ／秒以上）とすることが好ましい。
【００２４】
次に、本発明の熱転写材料を構成する感熱転写シート及び受像シートについて説明する。
本発明の熱転写材料は、その画像形成が円滑に行われるように、感熱転写シートと受像シ
ートの各層間におけるその剥離強さが前記のように特定の関係式を満たすように調整され
ている。具体的には、このような関係式の調整は、感熱転写シートにおいては、感熱転写
層の構成要素である顔料の種類により異なるが、界面活性剤の使用量の調整、そして感熱
転写層へのワックスの添加により行われており、また受像シートにおいては、受像層を構
成する高分子重合体の種類、及びその使用量の調整により行われている。
【００２５】
本発明に用いる感熱転写シートを構成する材料について、次に説明する。
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感熱転写シートの支持体の材料には特に限定はなく、各種の支持体材料を目的に応じて用
いることができる。そのような支持体材料の好ましい例としては、ポリエチレンテレフタ
レート、ポリエチレン－２，６－ナフタレート、ポリカーボネート、ポリエチレン、ポリ
塩化ビニル、ポリ塩化ビニリデン、ポリスチレン、スチレン－アクリロニトリル共重合体
などの合成樹脂材料から形成されたシートを挙げることができる。なかでも、機械的強度
や熱に対する寸法安定性を考慮すると二軸延伸ポリエチレンテレフタレートが好ましい。
なお、本発明の画像形成方法をカラープルーフの作成に用いる場合には、一般に受像シー
ト支持体を印刷本紙などの不透明なシート材料とするため、感熱転写シートの支持体はレ
ーザ光を透過させる透明な合成樹脂材料から形成することが好ましい。
【００２６】
感熱転写シートの支持体には、その上に設けられる光熱変換層との密着性を向上させるた
めに、表面活性化処理および／または一層または二層以上の下塗層の付設を行なうことが
好ましい。表面活性化処理の例としては、グロー放電処理、コロナ放電処理などを挙げる
ことができる。下塗層の材料としては、支持体と光熱変換層の両表面に高い接着性を示し
、かつ熱伝導性が小さく、また耐熱性に優れたものであることが好ましい。下塗層の材料
の例としては、スチレン、スチレン－ブタジエン共重合体、ゼラチンなどを挙げることが
できる。下塗層の厚さは下塗層全体の厚さとして、通常０．０１～２μｍの範囲に入るよ
うに選ばれる。また、感熱転写シートの光熱変換層付設側とは反対側の表面には、必要に
応じて、反射防止層などの各種の機能層の付設、あるいは表面処理を行なうこともできる
。
【００２７】
感熱転写シートの光熱変換層は、一般的にはレーザ光を吸収することのできる光吸収材料
（色素、顔料など）とバインダとからなる基本構成を有する。すなわち、レーザ光吸収特
性のみを求めるのであれば、光熱変換層を色素のみから構成しても問題ないが、感熱転写
シートは、画像形成方法において、受像シートとの接合や、受像シートからの剥離などの
工程が含まれるため、そのような工程においても充分な自己形状保持性と支持体と光熱変
換層への接着性を保持するためには、通常はバインダが併用される。ただし、後述するよ
うな金属蒸着膜を利用する光熱変換層ではバインダは必要としない。
使用できる色素、顔料などの例としては、カーボンブラックのような黒色顔料、フタロシ
アニン、ナフタロシアニンのような可視から近赤外域に吸収を有する大環状化合物の顔料
、光ディスクなどの高密度レーザ記録のレーザ吸収材料として使用される有機染料（イン
ドレニン染料等のシアニン染料、アントラキノン系染料、アズレン系色素、フタロシアニ
ン系染料）およびジチオールニッケル錯体等の有機金属化合物色素を挙げることができる
。なお、記録感度を高めるために光熱変換層はできるだけ薄いことが好ましく、そのため
レーザ光波長領域において大きい吸光係数を示すシアニン系色素やフタロシアニン系色素
を用いることが望ましい。
なお、光熱変換層のレーザ光吸収性材料としては、金属材料などの無機材料も使用できる
。金属材料は、粒子状（たとえば、黒化銀）としてバインダと共に層を形成させてもよく
、また蒸着膜などとして支持体上に形成させてもよい。あるいは、ベヘン酸銀などの有機
金属化合物を、溶液中またはフィルムとして還元剤と共存させながら加熱することにより
、ｉｎ－ｓｉｔｕで金属微粒子を析出させて光熱変換層とすることもできる。
【００２８】
光熱変換層のバインダの材料としては特に限定はないが、たとえば、アクリル酸、メタク
リル酸、アクリル酸エステル、メタクリル酸エステルなどのアクリル酸系モノマーの単独
重合体または共重合体、メチルセルロース、エチルセルロース、セルロースアセテートの
ようなセルロース系ポリマー、ポリスチレン、塩化ビニル－酢酸ビニル共重合体、ポリビ
ニルピロリドン、ポリビニルブチラール、ポリビニルアルコールのようなビニル系ポリマ
ー及びビニル化合物の共重合体、ポリエステル、ポリアミドのような縮合系ポリマー、ブ
タジエン－スチレン共重合体のようなゴム系熱可塑性ポリマー、エポキシ化合物などの光
重合性または熱重合性化合物を重合・架橋させたポリマーなどを挙げることができる。
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また上記以外のバインダ材料としては、ポリアミド酸も好ましく使用することができる。
【００２９】
なお、感熱転写シートの光熱変換層は、画像形成方法の実施においてレーザを照射された
場合に、極めて高い温度まで上昇する。そして、高温となった光熱変換層は、その上の感
熱剥離層（光熱変換層で発生した熱の作用により気体を発生する感熱材料を含む層）に熱
を伝え、感熱剥離層の感熱材料は、その熱により分解して気体を発生するか、あるいは付
着水などの放出を行ない、これにより、光熱変換層と感熱転写層との間の接合強度を弱め
る作用をする。従って、独立した感熱剥離層を設ける場合には、光熱変換層のバインダの
耐熱性は、感熱剥離層の感熱材料よりも高いことが望ましい。すなわち、光熱変換層のバ
インダの熱変形温度や熱分解温度などは、感熱剥離層の感熱材料の熱変形温度や熱分解温
度などよりも高いことが好ましい。
【００３０】
あるいは、光熱変換層に感熱材料が含まれ、その結果、光熱変換層自体が感熱剥離層を兼
ねる場合には、高温となった光熱変換層に含まれる感熱材料が、その熱により分解して気
体を発生するか、あるいは付着水などの放出を行ない、これにより、光熱変換層と感熱転
写層との間の接合強度を弱める作用をする。
光熱変換層が、色材（染料または顔料）とバインダからなる場合には、固形分重量比で１
：２０～２：１（色材：バインダ）の範囲にあることが好ましく、特に１：１０～２：１
の範囲にあることが好ましい。バインダの量が少なすぎると、光熱変換層の凝集力が低下
し、形成画像が受像シートに転写される際に、一緒に転写されやすくなり、画像の混色の
原因となる。またバインダが多すぎると、一定の光吸収率を達成するためには光熱変換層
の層厚を大きくする必要があり、感度低下を招きやすい。
上記の色材とバインダとからなる光熱変換層の層厚は、一般に０．０３～２μｍ、好まし
くは、０．０５～１μｍ、更に好ましくは、０．１～０．８μｍである。また光熱変換層
は、光記録に用いるレーザ光の波長で光吸収率として７０％以上を示すことが好ましい。
【００３１】
第一のタイプの感熱転写シートにおいては、光熱変換層には、その光熱変換層内で発生し
た熱の作用により気体を発生する感熱材料が含まれていても良い。そのような感熱材料と
しては、それ自身が熱により分解もしくは変質して気体を発生する化合物（ポリマーまた
低分子化合物）、あるいはその材料の特性として水分などの易気化性気体を相当量吸収も
しくは吸着している化合物（ポリマーまた低分子化合物）などを用いることができる。な
お、それらは併用することも可能である。
熱により分解もしくは変質して気体を発生するポリマーの例としては、ニトロセルロース
のような自己酸化性ポリマー、塩素化ポリオレフィン、塩素化ゴム、ポリ塩化ゴム、ポリ
塩化ビニル、ポリ塩化ビニリデンのようなハロゲン含有ポリマー、水分などの揮発性化合
物が吸着されているポリイソブチルメタクリレートなどのアクリル系ポリマー、水分など
の揮発性化合物が吸着されているエチルセルロースなどのセルロースエステル、水分など
の揮発性化合物が吸着されているゼラチンなどの天然高分子化合物などを挙げることがで
きる。
熱により分解もしくは変質して気体を発生する低分子化合物の例としては、ジアゾ化合物
やアジド化合物のような発熱分解して気体を発生する化合物を挙げることができる。
なお、上記のような、熱による感熱材料による分解や変質等は、２８０℃以下で発生する
ことが好ましく、特に２３０℃以下で発生することが好ましい。
【００３２】
第二のタイプの感熱転写シートの光熱変換層には、該光熱変換層で発生した熱の作用によ
り気体を発生する感熱材料を含む感熱剥離層が含まれている。そのような感熱材料として
は、それ自身が熱により分解もしくは変質して気体を発生する化合物（ポリマーまた低分
子化合物）、あるいはその材料の特性として水分などの易気化性気体を相当量吸収もしく
は吸着している化合物（ポリマーまた低分子化合物）などを用いることができる。それら
は併用することも可能である。なお、感熱剥離層に導入する、光熱変換層で発生した熱の
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作用により気体を発生する感熱材料の例は、上記の説明で挙げたものと同様である。
なお、感熱剥離層で、感熱材料として低分子化合物を用いる場合には、バインダと組合せ
ることが望ましい。その場合のバインダとしては、上記のそれ自身が熱により分解もしく
は変質して気体を発生するポリマーでもよく、あるいはそのような性質を持たない通常の
ポリマーバインダでも良い。感熱性の低分子化合物とバインダとを併用する場合には、前
者と後者の重量比で、０．０２：１～３：１、特に０．０５：１～２：１の範囲にあるこ
とが好ましい。
感熱剥離層は、光熱変換層をそのほぼ全面にわたって被覆していることが望ましく、その
厚さは一般に０．０３～１μｍ、特に０．０５～０．５μｍの範囲にあることが好ましい
。
【００３３】
なお、支持体の上に、光熱変換層（感熱剥離層を含む）、そして感熱転写層がこの順に積
層された構成の感熱転写シート（第二のタイプ）の場合には、感熱剥離層は、光熱変換層
から伝えられる熱により分解、変質などを起し、気体を発生する。そして、この分解ある
いは気体発生により、感熱剥離層が一部消失するか、あるいは感熱剥離層内で凝集破壊が
発生し、光熱変換層と感熱転写層との間の結合力が低下する。このため、感熱剥離層の挙
動によっては、その一部が感熱転写層に付着して、最終的に形成される画像の表面に現わ
れ、画像の混色の原因となることがある。従って、そのような感熱剥離層の転写が発生し
ても、形成された画像に混色が目視的に現われないように、感熱剥離層は着色が小さいこ
と（即ち、可視光に対して高い透過性を示すこと）が望ましい。具体的には、感熱剥離層
は、可視光に対し、光吸収率が５０％以下、好ましくは１０％以下である。
【００３４】
本発明に用いる感熱転写シートにおいて、第二のタイプの場合には、光熱変換層の上には
感熱剥離層を介して感熱転写層が設けられる。または第一のタイプの場合には、光熱変換
層の上には直接感熱転写層が設けられる。
第一のタイプや第二のタイプの感熱転写層は、記録画像を可視化するための顔料と熱可塑
性バインダとを主構成材料とする層である。
顔料は一般に有機顔料と無機顔料とに大別され、前者は特に塗膜の透明性に優れ、後者は
一般に隠蔽性に優れる。本発明の感熱転写シートを印刷色校正用に用いる場合には、印刷
インキに一般に使用されるイエロー、マゼンタ、シアン、ブラックと一致するか、あるい
は色調が近い有機顔料が好適に使用される。またその他にも、金属粉、蛍光顔料等も用い
る場合がある。
好適に使用される顔料の例としては、アゾ系顔料、フタロシアニン系顔料、アントリキノ
ン系顔料、ジオキサジン系顔料、キナクリドン系顔料、イソインドリノン系顔料、ニトロ
系顔料を挙げることができる。また、色相別に代表的な顔料を分けて記載すれば以下のよ
うになる。
【００３５】
１）黄色顔料
ハンザイエローＧ、ハンザイエロー５Ｇ、ハンザイエロー１０Ｇ、ハンザイエローＡ、ピ
グメントイエローＬ、パーマネントイエローＮＣＧ、パーマネントイエローＦＧＬ、パー
マネントイエローＨＲ。
２）赤色顔料
パーマネントレッド４Ｒ、パーマネントレッドＦ２Ｒ、パーマネントレッドＦＲＬ、レー
キレッドＣ、レーキレッドＤ、ピグメントスカーレット３Ｂ、ボルドー５Ｂ、アリザリン
レーキ、ローダミンレーキＢ。
３）青色顔料
フタロシアニンブルー、ビクトリアブルーレーキ、ファストスカイブルー。
４）黒色顔料
カーボンブラック。
【００３６】
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感熱転写層の熱可塑性バインダの例としては、次のような熱可塑性ポリマーを挙げること
ができる。メチルセルロース、エチルセルロース、三酢酸セルロースのようなセルロース
誘導体、アクリル酸、メタクリル酸、アクリル酸エステル、メタクリル酸エステルなどの
アクリル酸系モノマーの単独重合体または共重合体、ポリ塩化ビニル、酢酸ビニル、ポリ
ビニルブチラール、ポリビニルホルマールなどのビニル系ポリマー、ポリスチレン、スチ
レン－マレイン酸共重合体などのスチレン系ポリマー、ポリブタジエン、ポリイソプレン
などのゴム系ポリマー、ポリエチレン、エチレン－酢酸ビニル共重合体などのポリオレフ
ィン及びその共重合体、フェノール樹脂、アイオノマー樹脂。
上記の樹脂のなかでも、Ｔｇが３０～１２０℃の範囲にあるものが好ましく、たとえば、
ポリビニルブチラールやアクリル系ポリマーが好ましい。また、熱可塑性ポリマーの平均
分子量は５０００～１０００００の範囲にあることが望ましい。
感熱転写層中の顔料と熱可塑性樹脂バインダとの重量比は、０．５：１～４：１の範囲に
あることが好ましい。
【００３７】
本発明に用いる感熱転写シートの感熱転写層には、前述のように、ワックスを含有させる
ことが好ましい。
ワックスは、その融点は４０～１６０℃の範囲にあることが好ましく、通常は鉱物系のワ
ックスや天然ワックス、合成ワックスが使用される。
【００３８】
鉱物系のワックスの例としては、パラフィンワックス、マイクロクリスタリンワックス、
エステルワックス、酸化ワックス等の石油ロウ、モンタンロウ、オゾケライト、セレシン
等を挙げることができる。なかでも、パラフィンワックスが好ましい。パラフィンワック
スは、石油から分離されるものであり、その融点によって各種のものが市販されている。
天然ワックスの例としては、カルナバロウ、木ロウ、オウリキュリーロウ、エスパルロウ
等の植物ロウ、密ロウ、昆虫ロウ、セラックロウ、鯨ロウ等の動物ロウが挙げられる。
【００３９】
合成ワックスは、一般に滑剤として用いられ、通常は高級脂肪酸系の化合物からなる。こ
のような合成ワックスの例としては、下記のものがある。
１）脂肪酸系ワックス
一般式：ＣＨ 3  （ＣＨ 2  ） n  ＣＯＯＨ（式中、ｎは６～２８の整数）で表わされる直鎖飽
和脂肪酸。例、ステアリン酸、ベヘン酸、パルミチン酸、１２－ヒドロキシステアリン酸
、アゼライン酸。
２）脂肪酸エステル系ワックス
上記脂肪酸のエステル：例、ステアリン酸エチル、ステアリン酸ラウリル、ベヘン酸エチ
ル、ベヘン酸ヘキシル、ミリスチン酸ベヘニル。
３）脂肪酸アミド系ワックス
上記脂肪酸のアミド：例、ステアリン酸アミド、ラウリン酸アミド。
４）脂肪族アルコール系ワックス
一般式：ＣＨ 3  （ＣＨ 2  ） n  ＯＨ（式中、ｎは６～２８の整数）で表わされる直鎖飽和脂
肪族アルコール。例、ステアリルアルコール。
これらの合成ワックスのなかでも、特にステアリン酸アミド、ラウリン酸アミドなどの高
級脂肪酸アミド及びその誘導体が好適である。
ワックスは所望により単独もしくは適宜組合せて使用することができる。
ワックスは、感熱転写層に、顔料及びバインダ（熱可塑性樹脂）の合計量１００重量部に
対して５０重量部以内の範囲で、好ましくは３～２０重量部の範囲の量で用いられる。
【００４０】
また、本発明に用いる感熱転写シートの感熱転写層には、界面活性剤を含有させることが
好ましい。
界面活性剤は特に制限されることなく、一般的な界面活性剤を使用することができる。
これらの例としては、陰イオン界面活性剤（ステアリン酸ナトリウムなどの高級脂肪酸塩
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）、非イオン系界面活性剤（ポリオキシエチレンアルキルエーテル等のオキシエチレン鎖
を有する化合物）、陽イオン界面活性剤（テトラアルキルアンモニウム塩など）、両イオ
ン性界面活性剤（分子中に酸基、塩基性基の両者を有するもので、Ｎ，Ｎ－ジアルキルア
ミノアルキレンカルボン酸塩等）を挙げることができる。
特に、親油基中にフッ素や、シリコーン等の元素を有する界面活性剤は、少量で効果が大
きい点で好ましい。
シリコーン系界面活性剤は、ポリメチルシロキサン型の構造であり、陰イオン、非イオン
、陽イオン型のいずれも使用可能である。また、フッ素系界面活性剤は、パーフルオロア
ルキルスルフォン酸塩等、陽イオン型の界面活性剤が中心であり、例えば、商品名：メガ
ファックＦ－１１０、１１３、１２０、１５０、１７２、１７７、及び１８３（大日本イ
ンキ化学工業（株）製）が好ましい。
界面活性剤の添加量は、感熱転写層を構成する顔料、バインダ（熱可塑性樹脂）、及び溶
剤、界面活性剤の種類によるが、例えば、フッ素系界面活性剤の場合には、感熱転写層の
顔料及びバインダの合計量１００重量部に対して、０．０３～１０重量部、好ましくは、
０．１～３重量部である。
【００４１】
本発明の感熱転写シートの感熱転写層は更に可塑剤を含むこともある。すなわち、特に多
色画像を作成するために、同一の受像シート像に多数の画像層（画像が形成された感熱転
写層）を繰返し重ね合せるような操作を行なう場合には、画像層間の密着性を高めるため
に感熱転写層に可塑剤を含ませることが好ましい。そのような可塑剤の例としては、フタ
ル酸ジブチル、フタル酸ジ－ｎ－オクチル、フタル酸ジ（２－エチルヘキシル、フタル酸
ジノニル、フタル酸ジラウリル、フタル酸ブチルラウリル、フタル酸ブチルベンジルなど
のフタル酸エステル類、アジピン酸ジ（２－エチルヘキシル）、セバシン酸ジ（２－エチ
ルヘキシル）などの脂肪族二塩基酸エステル、リン酸トリクレジル、リン酸トリ（２－エ
チルヘキシル）などのリン酸トリエステル類、ポリエチレングリコールエステルなどのポ
リオールポリエステル類そしてエポキシ脂肪酸エステルなどのエポキシ化合物が挙げられ
る。
また、上記のような一般的な可塑剤以外にも、ポリエチレングリコールジメタクリレート
、１，２，４－ブタントリオールトリメタクリレート、トリメチロールエタントリアクリ
レート、ペンタエリトリットトリアクリレート、ペンタエリトリットテトラアクリレート
、ジペンタエリトリット－ポリアクリレートのようなアクリル酸エステル類も、用いられ
るバインダの種類によっては好適に併用される。なお、可塑剤は二以上組合せて用いても
よい。
【００４２】
また、可塑剤は一般的に、感熱転写層において、顔料と結合剤の合計量と可塑剤との重量
比で、１００：１～１００：３０、好ましくは１００：２～１００：１５の範囲で用いら
れる。
感熱転写層には、上記の各成分に加えて、更に必要に応じて、増粘度剤などが添加される
。
【００４３】
感熱転写層の層厚（乾燥層厚）は目的によって変えられるが、一般に１０μｍを越えるこ
とはなく、通常は０．１～２μｍ（好ましくは０．１～１．５μｍ）の範囲内で調整され
る。
【００４４】
次に、本発明の熱転写材料に用いる受像シートについて説明する。
本発明に用いる受像シートは、支持体上にクッション層及び受像層がこの順で設けられた
構成である。
受像シートに用いられる支持体は、通常化学的及び熱的に安定なプラスチック製支持体で
あり、このプラスチック材料としては例えば、ポリエステル（例、ポリエチレンテレフタ
レート、ポリエチレンナフタレート）、ポリアミド、ポリカーボネート、ポリエーテルサ
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ルフォン、ポリイミド、ポリオレフィン（例、ポリエチレン、ポリプロピレン）、ポリ塩
化ビニル、ポリウレタン、ポリ塩化ビニリデン、ポリアクリレート及び酢酸セルロースを
挙げることができる。
これらの中では、ポリエチレンテレフタレート、ポリプロピレンが好ましく、特に、寸度
安定性などの点からポリエチレンテレフタレートが好ましい。
【００４５】
受像シートに用いられるプラスチック支持体の厚みは、５０～２５０μｍの範囲にあるこ
とが好ましく、更に好ましくは、７５～１５０μｍの範囲である。
なお、クッション層を設ける側の支持体の表面は、該中間層形成用塗布液を塗布するのに
有利なように下塗り処理、また接着力を上げるためにコロナ放電処理、グロー放電処理な
どの表面処理を施してもよいし、あるいはアンダーコート層を設けることも可能である。
アンダーコート層としては支持体と中間層の接着力を上げるものなら限定はないが、特に
シランカップリング剤が好適である。更に、支持体は帯電防止処理、マット処理が施され
ていてもよい。
【００４６】
上記支持体の上に設けられるクッション層及び受像層は、高分子重合体を主体とする層で
ある。
クッション層を構成する高分子重合体としては、例えば、ポリエチレン、ポリプロピレン
などのポリオレフィン；エチレンと酢酸ビニルあるいはエチレンとアクリル酸エステルの
如きエチレン共重合体；ポリ塩化ビニル；塩化ビニルと酢酸ビニルの如き塩化ビニル共重
合体；ポリ塩化ビニリデン；塩化ビニリデン共重合体、ポリ（メタ）アクリル酸エステル
；共重合ナイロン、Ｎ－アルコキシメチル化ナイロンの如きポリアミド樹脂；アクリルゴ
ムなどの合成ゴム；塩化ゴム等の有機高分子重合体から少なくとも１つ選ばれるのが好ま
しい。
【００４７】
これらの中では、特に重合度が２００～２０００の高分子重合体（ポリ塩化ビニル、塩化
ビニルと酢酸ビニルの共重合体、塩化ビニルとビニルアルコールの共重合体、塩化ビニル
と酢酸ビニルとマレイン酸の共重合体）が好適である。その理由として、ポリ塩化ビニル
及び塩化ビニル共重合体は、常温での粘着性が殆ど無いこと、弾性率が比較的小さく、熱
転写時に転写画像の凹凸に容易に追従可能なこと、共重合成分中の水酸基あるいはカルボ
キシル基の効果で層間密着力のコントロールが容易なこと、そして特に、可塑剤により弾
性率のコントロールが容易なことなどが挙げられる。
【００４８】
クッション層の厚さは、１μｍ～５０μｍ（更に好ましくは、５μｍ～３０μｍ）の範囲
にあることが好ましい。その理由としては、受像シート上に転写された画像を永久支持体
に転写する場合に永久支持体の表面の凹凸より厚くする必要があること、４色のカラー画
像が重なる部分のレリーフ段差を充分に吸収しうる厚みが必要なこと、画像形成時にゴミ
が付着した場合でもゴミによる画像欠陥が生じないような（ゴミを吸収しうる）厚みが必
要なこと、更に充分なクッション性を得る為には、この程度の厚みが必要なことなどを挙
げることができる。
【００４９】
クッション層は、２００ｋｇ・ｆ／ｃｍ 2  以下の弾性率で形成されていることが好ましい
。弾性率を小さくすることにより、受像層にクッション性が生じて、記録感度、ドット品
質、階調再現性が向上する。さらに熱転写記録する際に熱転写シートと受像シートの間に
ゴミ等の異物が存在した場合にも中間層のクッション性がある為に画像欠陥になりにくい
という利点がある。また、受像シートに転写された画像を、紙などの印刷本紙上に加熱、
加圧下で再転写する際には、該中間層が紙の凹凸に従って埋め込まれるため、紙との高い
密着性が得られ、受像層を剥離した後に表面をマット化等の特別な処理をしなくとも表面
光沢が印刷物に近似した画像となる。
【００５０】
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上記有機高分子重合体中には、可塑剤を添加することができる。可塑剤としては、例えば
、フタル酸エステル類（例、フタル酸ジブチル、フタル酸ジ－ｎ－オクチル、フタル酸ブ
チルベンジル）、脂肪族二塩基酸エステル（例、アジピン酸ジ（２－エチルヘキシル）、
セバシン酸ジ（２－エチルヘキシル））、リン酸トリエステル類（例、リン酸トリクレジ
ル）、ポリオールエスエル類（例、ポリエチレングリコールエステル）、エポキシ化合物
（例、エポキシ脂肪酸エステル）、及びアクリル酸エステル類（例、ポリエチレングリコ
ールジメタクリレート、ペンタエリトリットトリアクリレート）を挙げることができる。
また有機高分子重合体中には、支持体や第二受像層との接着力を調整する為に、各種のポ
リマーや密着改良剤あるいは界面活性剤や離型剤を加えることも可能である。また弾性率
を下げる目的で粘着性ポリマーの一部併用も非常に有効である。
【００５１】
更に高分子重合体として、塩化ビニル系樹脂を使用する場合には、ポリ塩化ビニル及び塩
化ビニル共重合体の安定化剤として一般に知られるブチル錫系安定剤あるいはオクチル錫
系安定剤等の有機錫系安定剤を添加することも有効である。
【００５２】
次に、受像層について説明する。
受像層の目的は、熱転写による画像を受容できること、永久支持体への再転写時に受像シ
ートを剥離する際、クッション層と受像層の間で層間剥離をさせ、永久支持体上の画像上
に薄い受像層のみを残し、永久支持体の凹凸により、特別なマット化処理を施すことなく
実際の印刷物の光沢に近似した画像を得ること、また画像の耐傷性を向上させることにあ
る。
【００５３】
受像層は、前記クッション層と同様に樹脂材料で構成されていることが好ましい。受像層
を構成することができる樹脂材料としては、例えば、前記クッション層で使用した種々の
有機高分子重合体の他に、酢酸ビニル共重合体、ポリビニルブチラールなどのアセタール
樹脂、アルキルアクリレート／アクリルアミド共重合体、変成ポリビニルアルコール、フ
ェノール樹脂、エポキシ樹脂、ウレタン樹脂、ポリエステル樹脂、尿素樹脂、メラミン樹
脂、アルキッド樹脂、マレイン酸樹脂、ヒドロキシスチレン共重合体、スルフォンアミド
樹脂、セルロース樹脂、エステルガム及びロジンを挙げることができる。特に、受像層は
、ポリビニルブチラール及びアルキルアクリレート／アクリルアミド共重合体を用いて構
成されていることが好ましい。
【００５４】
これらの樹脂の中には、各種界面における接着力の関係を満たす為に他の密着改良剤、可
塑剤、離型剤、界面活性剤を添加することができる。受像層に用いる塗布溶剤は、塗布時
における塗布溶剤の下層への浸透によるクッション層と受像層の混ざり込みを防ぐ目的で
、クッション層に用いた樹脂を溶解もしくは膨潤させないような塗布溶剤を用いることが
好ましい。例えば、各種の溶剤に対して比較的溶解性の良好な塩化ビニル系の樹脂をクッ
ション層に用いた場合には、アルコール系もしくは水系の塗布溶剤を使用することが好ま
しい。
【００５５】
受像層の膜厚は、０．１μｍ～１０μｍの範囲（更に好ましくは、０．５μｍ～５μｍ）
にあることが好ましい。膜厚が厚すぎると永久支持体の表面の凹凸感が損なわれ、光沢が
出過ぎて印刷物近似性が低下し易くなる。
【００５６】
永久支持体への転写時に受像シートの剥離で層間剥離をクッション層の有機高分子物質と
受像層の有機高分子物質の間で起こさせるには、各層間の密着力のバランスが重要である
。層間密着力をコントロールするには、重層塗布時の混合を防ぐ為に塗布溶剤の選択の他
に、親水性ポリマーと親油性ポリマーあるいは極性ポリマーと非極性ポリマーの組み合わ
せといった素材の選択、シランカップリング剤等の密着改良剤、フッ素系やシリコーン系
の離型効果を有する各種添加剤、界面活性剤をクッション層あるいは受像層に添加するこ
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とが有効である。
【００５７】
受像層の上には、受像層の滑り性や耐傷性を向上させる目的で、上塗層として、種々の離
型剤や滑剤の層を設けることができる。
具体的には、例えばパルミチン酸、ステアリン酸等の高級脂肪酸、ステアリン酸亜鉛の如
き脂肪酸金属塩類、脂肪酸エステル類もしくはその部分ケン化物、脂肪酸アミド類等の脂
肪酸誘導体、高級アルコール類、多価アルコール類のエーテル等誘導体、パラフインワッ
クス、カルナバワックス、モンタンワックス、ミツロウ、木ロウ、キヤンデリラワックス
等のワックス類、更には長鎖脂肪族基を有するアンモニウム塩、ピリジニウム塩等のカチ
オン性界面活性剤、或いは同様に長鎖脂肪族基を有するアニオン、ノニオン界面活性剤、
パーフロロ系界面活性剤等から１種以上選択して用いることができる。
【００５８】
熱転写シートと受像シートとを組み合わせて本発明の熱転写材料を作成する際には、この
両シートを重ね合わせた状態でヒートローラなどに通し、加熱加圧処理が施される。加圧
条件は、通常１～３０ｋｇ／ｃｍ 2  、加熱条件は、ローラの場合、その表面温度が２５０
℃以下、好ましくは６０～１５０℃である。
【００５９】
【実施例】
以下に本発明の実施例を示すが、本発明はこれらに限定されるものではない。
なお、以下の「部」は、重量部を表わす。
【００６０】
［実施例１］
（１）マゼンタ画像記録転写シート（熱転写シート）の作成
１）光熱変換層形成用塗布液の調製
下記の各成分をスターラーで撹拌下に混合して光熱変換層形成用塗布液を調製した。
【００６１】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
なお、上記ポリアミド酸（ＰＡＡ－Ａ）（芳香族のテトラカルボン酸に無水物とジアミン
との反応により得られたもの）は、Ｎ，Ｎ－ジメチルアセトアミドの２５重量％溶液であ
る。
【００６２】
２）支持体表面への光熱変換層の形成
厚さ７５μｍのポリエチレンテレフタレートフィルムの一方の表面上に、スチレン・ブタ
ジエン共重合体（厚さ０．５μｍ）からなる層及びゼラチン層（厚さ０．１μｍ）とをこ
の順に形成して支持体を作成した。次いで、この支持体の下塗り層の上に、上記光熱変換
層形成用塗布液を回転塗布機（ホワイラー）を用いて塗布した後、１００℃のオーブン中
で２分間乾燥し、膜厚０．２μｍの光熱変換層を得た。
【００６３】
３）感熱剥離層形成用塗布液の調製
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下記の各成分をスターラーで撹拌下に混合して感熱剥離層形成用塗布液を調製した。
【００６４】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【００６５】
４）光熱変換層表面への感熱剥離層の形成
上記の支持体上に設けた光熱変換層の表面に、上記塗布液をホワイラーを用いて１分間塗
布したのち、塗布物を１００℃のオーブン中で２分間乾燥して、該支持体上に感熱剥離層
を形成した。膜厚は、走査型電子顕微鏡により、感熱剥離層の断面を観察したところ、平
均で０．１μｍであった。
【００６６】
３）マゼンタ画像形成層（感熱転写層）形成用塗布液の調製
下記の各成分をペイントシェーカー（東洋精機（株）製）で二時間分散処理して、マゼン
タ顔料分散母液を調製した。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【００６７】
下記の各成分をスターラーで撹拌下に混合して、マゼンタ画像形成層形成用塗布液を調製
した。
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【００６８】
４）感熱剥離層表面へのマゼンタ画像形成層の形成
前記の感熱剥離層表面上に、上記マゼンタ画像形成用塗布液をホワイラーを用いて塗布し
た後、１００℃のオーブン中で２分間乾燥し、膜厚０．３μｍのマゼンタ画像形成層を形
成した。得られた画像形成層のみの光学濃度は、０．７（グリーンフィルター、マクベス
濃度計）であった。
【００６９】
（２）受像シートの作成
１）第一受像層（クッション層）形成用塗布液の調製
下記の各成分をスターラーで撹拌下に混合して第一受像層形成用塗布液を調製した。
【００７０】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【００７１】
２）支持体表面への第一受像層形成
支持体（厚さ１００μｍのポリエチレンテレフタレートフィルム）の一方の表面上に上記
の塗布液をホワイラーを用いて塗布した後、塗布物を１００℃のオーブン中で５分間乾燥
して、該支持体上に第一受像層（膜の厚さ２３μｍ）を形成した。
【００７２】

10

20

30

40

50

(17) JP 3720441 B2 2005.11.30



３）第二受像層（受像層）形成用塗布液の調製
下記の各成分をスターラーで撹拌下に混合して第二受像層形成用塗布液を調製した。
【００７３】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
４）第一受像層表面への第二受像層形成
支持体上の第一受像層の表面上に上記の塗布液をホワイラーを用いて塗布した後、塗布物
を１００℃のオーブン中で５分間乾燥して、第一受像層の表面に第二受像層を形成した（
膜の厚さ２μｍ）。
以上の工程により、支持体の上に、クッション層／受像層が積層された受像シートを作成
した。
【００７４】
（３）積層体（熱転写材料）の作成
上記のようにして作成した感熱転写シートと受像シートとをそれぞれ室温で一日放置した
のち、感熱転写シートのマゼンタ画像形成層（感熱転写層）の上に、受像シートの受像層
側を重ね、この状態で、表面温度９０℃、圧力４．５ｋｇ／ｃｍ 2  のヒートローラに速度
１５０ｃｍ／分で通して、それらを一体化し、積層体を作成した。
【００７５】
［実施例２］
実施例１の感熱転写シートの作成において、色材として、マゼンタ顔料（ C.I.Pigment Re
d 57:1、東洋インキ（株）製）の代わりにシアン顔料（ C.I.Pigment Blue 15:4 、東洋イ
ンキ（株）製）を用いた以外は、同様にしてシアン画像記録転写シートを作成した。そし
て得られたシアン画像記録転写シートを用いて実施例１と同様にして積層体を作成した。
【００７６】
［比較例１］
実施例１の感熱転写シートの作成において、色材として、マゼンタ顔料（ C.I.Pigment Re
d 57:1、東洋インキ（株）製）の代わりにイエロー顔料（ C.I.Pigment Yellow 14 、東洋
インキ（株）製）を用いた以外は、同様にしてイエロー画像記録転写シートを作成した。
そして得られたイエロー画像記録転写シートを用いて実施例１と同様にして積層体を作成
した。
【００７７】
［比較例２］
実施例１の感熱転写シートの作成において、色材として、マゼンタ顔料（ C.I.Pigment Re
d 57:1、東洋インキ（株）製）の代わりにイエロー顔料（ C.I.Pigment Yellow 14 、東洋
インキ（株）製）に変更し、かつ画像形成用塗布液中の合成ワックスの量を２．３部に変
更した以外は、同様にしてイエロー画像記録転写シートを作成した。そして得られたイエ
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ロー画像記録転写シートを用いて実施例１と同様にして積層体を作成した。
【００７８】
［比較例３］
実施例１の感熱転写シートの作成において、色材として、マゼンタ顔料（ C.I.Pigment Re
d 57:1、東洋インキ（株）製）の代わりにイエロー顔料（ C.I.Pigment Yellow 14 、東洋
インキ（株）製）に変更し、かつ画像形成用塗布液中の合成ワックスの量を２．７部に変
更した以外は、同様にしてイエロー画像記録転写シートを作成した。そして得られたイエ
ロー画像記録転写シートを用いて実施例１と同様にして積層体を作成した。
【００７９】
［比較例４］
実施例１の感熱転写シートの作成において、色材として、マゼンタ顔料（ C.I.Pigment Re
d 57:1、東洋インキ（株）製）の代わりにイエロー顔料（ C.I.Pigment Yellow 14 、東洋
インキ（株）製）に変更し、かつ画像形成用塗布液中の界面活性剤の量を０．３部に変更
した以外は、同様にしてイエロー画像記録転写シートを作成した。そして得られたイエロ
ー画像記録転写シートを用いて実施例１と同様にして積層体を作成した。
【００８０】
［比較例５］
実施例１の感熱転写シートの作成において、色材として、マゼンタ顔料（ C.I.Pigment Re
d 57:1、東洋インキ（株）製）の代わりにイエロー顔料（ C.I.Pigment Yellow 14 、東洋
インキ（株）製）を用い、かつ画像形成用塗布液中の界面活性剤の量を０．４部に変更し
た以外は、同様にしてイエロー画像記録転写シートを作成した。そして得られたイエロー
画像記録転写シートを用いて実施例１と同様にして積層体を作成した。
【００８１】
［比較例６］
実施例１の感熱転写シートの作成において、画像形成用塗布液中に合成ワックスを添加し
ないこと、及び画像形成用塗布液中の界面活性剤の量を０．４部に変更した以外は、同様
にしてマゼンタ画像記録転写シートを作成した。そして得られたマゼンタ画像記録転写シ
ートを用いて実施例１と同様にして積層体を作成した。
【００８２】
［実施例３］
実施例１の感熱転写シートの作成において、色材として、マゼンタ顔料（ C.I.Pigment Re
d 57:1、東洋インキ（株）製）の代わりにイエロー顔料（ C.I.Pigment Yellow 14 、東洋
インキ（株）製）に変更し、かつ画像形成用塗布液中の合成ワックスの量及び界面活性剤
の量をそれぞれ２．７部、０．４部に変更した以外は、同様にしてイエロー画像記録転写
シートを作成した。そして得られたイエロー画像記録転写シートを用いて実施例１と同様
にして積層体を作成した。
【００８３】
［比較例７］
実施例３と同様にして感熱転写シートを作成した。
実施例１の受像シートの作成において、第二受像層形成用塗布液中のＮ，Ｎ－ジメチルア
クリルアミド／ブチルアクリレートを使用しなかった以外は、同様にして受像シートを作
成した。そして得られた受像シートと上記感熱転写シートを用いて積層体を作成した。
【００８４】
［比較例８］
実施例３と同様にして感熱転写シートを作成した。
実施例１の受像シートの作成において、第二受像層形成用塗布液中のＮ，Ｎ－ジメチルア
クリルアミド／ブチルアクリレートの量を７部に変更した以外は、同様にして受像シート
を作成した。そして得られた受像シートと上記感熱転写シートを用いて積層体を作成した
。
【００８５】
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以上得られた各積層体（熱転写材料）について、感熱転写シートの画像形成層と受像シー
トの受像層の主要構成を以下の表１に示す。
【００８６】
【表１】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

【００８７】
【表２】
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【００８８】
［レーザ光を利用した画像形成及び評価］
以上のようにして得られた熱転写材料を用いて、下記の方法でレーザ光を利用して画像形
成を行い、得られた転写画像の評価を行った。更に受像シート上の転写画像をアート紙に
再転写し、同様に評価を行った。
また得られた熱転写材料について、受像層とクッション層との間の剥離強さＦ１、レーザ
照射（記録）領域の画像形成層（感熱転写層）と光熱変換層との間の剥離強さＦ３、及び
レーザ未照射（非記録）領域の画像形成層と受像層との間の剥離強さＦ２を下記の方法で
それぞれ測定した。
【００８９】
（１）熱転写材料のレーザー画像記録装置への装着
上記で得られた積層体を室温で約１０分間放置して充分に冷却した。次いで、この積層体
を、真空吸着用のサクション穴が設けられた回転ドラムに、受像シート面側がドラム表面
に接するようにして積層体を巻き付け、ドラム内部を真空にすることによって、積層体を
ドラム表面に固定した。
【００９０】
（２）熱転写材料への画像記録
上記のドラムを回転させ、ドラム上の熱転写材料の表面に外側から波長８３０ｎｍの半導
体レーザ光を、光熱変換層の表面で径が７μｍのスポットとなるように集光し、回転ドラ
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ムの回転方向（主走査方向）に対して直角方向に移動させながら（副走査）、熱転写材料
へのレーザ画像（画線）記録を行なった。レーザ照射条件は次の通りである。
レーザパワー（画像形成層上）：１１０ｍＷ
回転（主走査方向）速度：線速８ｍ／秒
副走査ピッチ（１回転当りの副走査量）：５μｍ
記録画像：ワークステーションからの画像信号（１７５線／インチのスクリーン線数、５
０％の面積率の網点）により半導体レーザを変調
【００９１】
（３）転写画像の評価
上記のレーザ画像記録を行なった熱転写材料をドラムから取り外し、受像シートと感熱転
写シートとを手で引き剥した。そしてこの剥離操作の際に、記録領域、非記録領域に対応
する受像層の剥れ（受像層とクッション層との間の剥れ）が生じたか否かを調べた。この
試験は、１０回繰り返し、そのうち何回剥れが生じたかを調べ、評価した。
なお、全ての試料において、記録領域、非記録領域に対応する受像層の剥れが生じること
なく良好に転写された場合には、画像（画線）形成層（感熱転写層）のレーザ照射領域の
みが受像シートの受像層側に転写、記録され、転写画像の網点面積率もほぼ５０％を再現
していた。
【００９２】
（４）再転写画像の評価
上記のように転写画像が形成された受像シートを、受像層とアート紙（菊判連量６５）を
接するようにしてラミネーター（ヒートローラー温度１３０℃、圧力４．５ｋｇｆ／ｃｍ
2  、速度４５０ｃｍ／分）を通した。室温に戻った段階でアート紙から受像シートを引き
離した。そしてこの引き離し操作の際に、アート紙上に受像シートの剥離に対応して紙剥
けが生じたか否かを調べた。この試験は、１０回繰り返し、そのうち何回紙剥けが生じた
かを調べ、評価した。
なお、紙剥けが生じることなく受像シートをアート紙から剥離できた場合には、受像層は
転写画像と共にアート紙に転写され（受像シートの支持体にはクッション層のみが残留し
）、アート紙上に受像層共に転写画像が良好に形成されていた。
【００９３】
（５）受像シートのクッション層と受像層との間の剥離強さＦ１の測定
熱転写材料（大きさ：幅４．５ｃｍ×長さ１５ｃｍ）を用意し、下記図７に示す装置によ
り剥離強さを測定しながら剥離を行った。
剥離条件：受像シートの支持体を平面台に固定し、クッション層と受像層との間を端から
剥し、該受像層と感熱転写シートとを一体的に引っ張りながら一定の速度（１５０ｃｍ／
分）で剥離した。引っ張る際に、受像層と感熱転写シートの端をフォースゲージセンサー
（タイプＤＦＧ－２Ｋ、シンポ（株）製）に接続し、剥離する際に要した力を測定した。
測定は、０．０１秒毎にデータ信号を取り込み、１秒間の平均値として表わした。
剥離角度：１８０度
測定環境：２５℃、５０％ＲＨ
【００９４】
（６）レーザ照射（記録）領域の感熱転写層と光熱変換層の間の剥離強さＦ３の測定
熱転写材料（大きさ：幅４．５ｃｍ×長さ１５ｃｍ）を用意し、これに全面ベタ記録する
以外は、上記記録方法と同じ方法により、レーザー記録を行った。レーザー記録後、次い
で感熱転写シートと受像シートとを剥離する際に、前記の図７に示す装置を用い、同じ方
法、即ち、受像シートを平面台に固定し、感熱転写シートを引っ張りながら、同じ条件で
感熱転写層と光熱変換層との間の剥離強さを測定しながら剥離を行った。
【００９５】
（７）レーザ未照射（非記録）領域の感熱転写層と受像層との間の剥離強さＦ２の測定
感熱転写材料（大きさ：幅４．５ｃｍ×長さ１５ｃｍ）を用意し、これにレーザー記録を
行うことなく、前記の図７に示す装置を用い、前記と同じ方法、同じ条件で感熱転写シー
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トの感熱転写層と受像シートの受像層との間の剥離強さを測定した。
以上の結果をまとめて表２に示す。
【００９６】
【表３】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

【００９７】
【表４】
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【００９８】
上記表２の結果から、Ｆ１＞Ｆ２であり、かつＦ１－Ｆ３＞０．３ｇ／ｃｍの関係を満た
すように感熱転写シートと受像シートとを用いて熱転写材料（実施例１～３）を構成する
ことで、レーザ記録後、感熱転写シートを受像シートから剥離する際に、クッション層と
受像層との間の剥れはなく、円滑に、そして確実に転写することができることがわかる。
その結果、良好な転写画像を受像層上に得ることができる。また受像層上に得られた転写
画像を印刷本紙に転写（再転写）する際には、Ｆ１≦２ｇ／ｃｍとすることで、印刷本紙
の紙剥けを生じることなく、良好に再転写画像を得ることができることもわかる。
【００９９】
一方、比較例１のようにイエロー顔料を用いた場合には、一般にマゼンタやシアン顔料を
用いた場合に比べ、感熱転写層の接着性が向上するためか、Ｆ１とＦ２、Ｆ１とＦ３の関
係は、本発明で必要とされる関係を満足せず、従ってクッション層と受像層との間の剥れ
も比較的多く、円滑な転写操作は困難になる。また合成ワックスと界面活性剤の使用量を
調整した場合でも、Ｆ１＞Ｆ２であり、かつＦ１－Ｆ３＞０．３ｇ／ｃｍの関係が満たさ
れない場合には（比較例２～５）、転写操作の充分な改良は見られない。また受像シート
の受像層の高分子重合体の量を調整した場合でも上記の関係式が満たされない場合には（
比較例６～７）、同様に充分な改良には至らない。
【０１００】
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【発明の効果】
感熱転写シートと受像シートとを積層状態で組み合わせ、その層間における剥離強さが特
定の関係を有するように調整して構成した本発明に従う熱転写材料を利用することで、レ
ーザ記録画像が感熱転写シートから受像シートに円滑に転写され、受像シート上に高品質
な転写画像が安定して得られる。また受像シート上に得られた転写画像を印刷本紙に再転
写する際にも、本紙の紙剥けなども生じることなく、滑らかな転写操作が実現できる。従
って印刷物近似性の高いカラープルーフを作成することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の熱転写材料の好ましい一例を模式的に示した断面図を示す。
【図２】本発明の熱転写材料の別の好ましい一例を模式的に示した断面図を示す。
【図３】本発明の熱転写材料にレーザ照射後、感熱転写シートを受像シートから剥離する
状態を模式的に示した断面図である。
【図４】本発明の熱転写材料にレーザ照射後、レーザ照射領域に対応して感熱転写層Ａ（
レーザ未照射領域は残りの感熱転写層Ｂとして存在）が形成された状態を模式的に示す断
面図である。
【図５】印刷本紙上に、感熱転写層が形成された受像シートを重ね合わせた後、受像層と
クッション層との間で剥離させ、感熱転写層と共に受像層を印刷本紙上に転写する状態を
模式的に示す断面図である。
【図６】第一色目の転写画像が形成された受像シート上に第一色目とは異なる色相の感熱
転写シートを積層させ、熱転写材料を構成した状態を模式的に示す断面図である。
【図７】剥離強さの測定装置を模式的に示した図である。
【符号の説明】
１　熱転写材料
１０　感熱転写シート
１１　感熱転写シートの支持体
１２　光熱変換層
１３　感熱剥離層
１４　感熱転写層
１’　熱転写材料
１０’　感熱転写シート
１１’　感熱転写シートの支持体
１２’　光熱変換層
１３’　感熱剥離層
１４’　感熱転写層
２０　受像シート
２１　受像シートの支持体
２２　クッション層
２３　受像層
Ａ　レーザ照射（記録）領域の感熱転写層
Ａ’　レーザ照射（記録）領域の感熱転写層
Ｂ　レーザ未照射（非記録）領域の感熱転写層
Ｂ’　レーザ未照射（非記録）領域の感熱転写層
Ｌ　レーザ光
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】 【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】 【 図 ７ 】
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